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文
語
名
文
百
撰
は
平
成
十
八
九
年
の
頃
、
「
文
語
の
苑
」
幹
事
諸
先
生
各
所
に
て
文
語
の
重
要

性
に
就
き
力
説
せ
ら
る
ゝ
に
、
必
ず
「
宜
き
參
考
書
」
の
紹
介
を
求
め
ら
れ
、
適
當
の
書
と
て
無

く
、
こ
の
上
は
自
力
に
て
參
考
書
の
作
成
の
他
な
し
と
、
企
畫
せ
る
も
の
な
り
。
衆
議
の
結
果
、

文
語
に
親
し
む
に
は
先
づ
古
今
の
名
文
に
接
す
る
に
如
か
ず
と
な
り
、
思
ひ
附
く
名
著
約
二
百
件

よ
り
選
び
て
百
篇
を
得
た
り
。
完
成
は
平
成
二
十
年
六
月
海
龍
社
よ
り
刊
行
、
各
篇
原
文
、
解
説

見
開
き
二
頁
、
解
説
の
執
筆
四
十
名
、
Ｂ
５
判
二
百
二
十
二
頁
の
豪
華
本
な
り
。 

こ
の
文
語
名
文
百
撰
重
さ
六
百
五
十
グ
ラ
ム
と
持
ち
運
び
に
難
澁
の
不
滿
あ
る
も
、
現
在
在
庫

無
く
増
刷
中
な
る
は
嬉
し
き
報
せ
な
り
。
ま
た
本
書
の
編
輯
組
版
を
擔
當
せ
る
は
貴
重
な
る
經
驗

に
て
、
平
成
二
十
四
年
一
月
刊
行
の
今
昔
秀
歌
百
撰
、
同
二
十
五
年
二
月
刊
行
の
明
治
大
正
文
語

五
十
撰
に
活
か
す
を
得
た
り
。 

我
か
や
う
に
企
畫
編
輯
に
關
り
た
れ
ば
、
内
容
は
凡
そ
目
を
通
し
た
り
と
て
、
一
讀
理
解
し
難

き
箇
所
も
深
く
讀
ま
ず
し
て
過
し
け
る
を
、
「
名
文
で
辿
る
日
本
の
歴
史
」
と
て
二
三
講
讀
す
る

の
機
會
に
惠
ま
る
れ
ば
、
仔
細
に
目
を
通
す
に
、
か
ゝ
る
箇
所
こ
そ
端
々
に
筆
者
の
思
ひ
現
る
れ

と
、
我
が
國
古
典
の
神
髓
に
觸
る
ゝ
心
地
し
た
る
一
再
な
ら
ず
。
こ
れ
我
が
講
讀
の
基
本
と
な
り
、

そ
の
都
度
新
し
き
發
見
あ
り
た
り
。 

横
濱
市
も
え
ぎ
野
セ
ン
タ
ー
に
て
文
語
名
文
百
撰
の
講
讀
を
始
め
た
る
は
平
成
二
十
二
年
十

月
な
り
き
。
爾
來
二
年
半
、
最
初
、
二
十
二
名
に
て
開
講
す
る
も
半
年
後
Ｏ
Ｂ
會
に
切
換
は
る
や

六
名
に
ま
で
激
減
す
る
も
、
そ
の
後
の
二
年
間
退
會
者
無
く
毎
月
四
篇
づ
つ
讀
み
繼
ぎ
て
、
本
日

遂
に
百
篇
の
名
文
を
讀
了
す
る
に
至
れ
る
は
近
來
の
快
擧
な
り
。 

世
に
言
靈

こ
と
た
ま

と
い
ふ
こ
と
あ
り
。

言
こ
と
ば

に
神
の
宿
る
を
曰
ひ
て
、
上
古
よ
り
言
靈
の
幸
は
ふ
國
、

言
靈
の
佐 た

す

く
る
國
と
語
り
繼
ぎ
謂
ひ
繼
が
ひ
け
り
と
歌
は
る
。
こ
れ
繩
文
時
代
の
後
期
に
誕
生
せ

る
國
語
に
よ
り
、
水
田
稻
作
技
術
普
及
し
て
、
豐
葦
原
の
瑞
穗
國
と
稱 た

ゝ

へ
ら
る
ゝ
彌
生
時
代
を
現

出
せ
し
め
た
る
の
謂
ひ
な
り
。
二
千
年
後
の
今
日
、
平
素
文
語
に
接
す
る
な
き
半
生
に
て
か
ゝ
る

快
擧
あ
る
こ
そ
な
ほ
言
靈
の
幸
は
ひ
、
佐
け
あ
る
を
感
ず
れ
。 

然
は
言
へ
、
無
爲
に
し
て
言
靈
の

驗
し
る
し

あ
る
べ
か
ら
ず
。
今
に
し
て
惟
ふ
に
、
名
文
誦
讀
は
國

語
本
來
の
韻
律
を
甦
ら
し
め
、
且
つ
囘
り
持
ち
の
先
唱
は
豫
習
を
習
慣
附
け
、
口
語
解
説
文
の
一

部
を
題
材
と
せ
る
文
語
作
文
は
、
本
文
文
語
體
の
復
習
と
同
時
に
、
同
一
の
内
容
に
各
人
異
る
表

現
あ
り
て
互
に
刺
戟
し
合
ふ
な
ど
、
博
く
國
語
學
習
の
效
果
あ
り
け
り
。
偏
へ
に
參
加
各
位
の
缺

席
も
な
き
熱
心
な
る
聽
講
、
自
發
的
讀
書
態
度
が
讀
了
の
主
因
な
る
を
悦
ぶ
。 

初
期
半
年
の
間
、
文
語
作
文
を
指
導
せ
ら
れ
た
る
愛
甲
次
郎
先
生
、
竝
び
に
我
が
突
然
の
入
院

に
急
遽
代
講
を
給
は
り
た
る
高
田
友
先
生
に
感
謝
申
上
ぐ
。 

横
濱
市
も
え
ぎ
野
セ
ン
タ
ー
に
て
は
本
年
四
月
よ
り
衣
更
へ
し
、
こ
ん
な
に
美
し
い
日
本
語
―

「
文
語
の
魅
力
教
室
」
と
し
て
再
開
し
、
我
も
引
續
き
講
師
を
勤
む
る
こ
と
と
な
れ
り
。 


